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貨物海上保険の付保の実務
Ａ　付保の時期の大原則：保険の対象貨物のリスクが開始する時までに付保

B　付保の方法：　　　　　　　　　　　　　　対象貨物及び本船が判明している場合   ⇒　確定保険の申し込みを

　　包括予定保険を結んでいない場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象貨物及び本船が判明していない場合　⇒　個別予定保険の申し込みを　⇒　判明次第、確定保険の申し込みを


　　包括予定保険を結んでいる場合　　⇒　対象貨物及び本船が判明次第、確定保険の申し込みを

用語の説明
以下の用語説明は、日本興亜損害保険株式会社の貨物保険用語集 <http://www.nipponkoa.co.jp/catalogue/marine_dic/>及びJETRO貿易用語集より抜粋したものです。
DUTY INSURANCE ［輸入税保険］
貨物を輸入する際賦課される関税に関して被る損害を対象として引き受けられる保険。輸入通関時に損害が発見されず関税を支払ってしまった場合、輸入業者は貨物に関し損害を被る一方、だめになった貨物について関税を支払うことで、関税に関しても実質的に損害を被ることになる。Duty Insuranceは、この関税に関する損害を補償するもの。
関税額を通常の貨物保険の保険金額に加算して保険を付保することもできるが、貨物が全損状態で到着した場合には関税の納税義務は当然発生せず、また減免申請等により納付を免除される場合もあることから、リスクが貨物のそれより小さい。そのため、関税部分は貨物の保険とは別建てで引き受けられ（ただし、保険証券は同一）、保険料率もリスクが小さい分貨物に適用されるものより低率となっている。 

予定保険 [よていほけん]

貨物が無保険の状態で運送されることを避けるために、海上保険申込書の記載事項に一部未確定事項があっても、判っている事項だけ申告して付保する保険。後日未確定事項が確定次第、確定保険に切り替える。個別予定保険と包括予定保険がある。英語でProvisional Insurance

個別予定保険 [こべつよていほけん]

保険契約の内容となる貨物の明細､金額､船名､出帆日などが不明の場合、売買契約の取決めなど判明している限りの内容で結ぶ保険の契約。貨物の詳細が判明したら、確定申込みをして確定保険に切りかえる。包括予定保険と区別して個別予定保険という。 

包括予定保険 [ほうかつよていほけん]

予定保険を長期間､包括して付保すること。長期にわたり継続的な取引がある場合、船積の都度予定保険を申込む手数を避けるために、すべての保険を特定の保険会社に付保し、保険会社は、たとえ付保もれがあっても､すべての船積に対する保険を引受けること。
確定保険　[かくていほけん]

保険手配に必要な全情報（本船名、本船出航日、船積数量など）が確認できた段階で、あらかじめ手配しておいた予定保険契約の規定に基づき保険者に通知し（確定通知という）、手配する保険のこと。予定保険の段階では保険の内容が確定しておらず、この確定保険により保険料を含め保険の内容がすべて確定する。
この確定保険の手続きがとられることにより保険証券（Policy）や保険引受証（Certificate）、保険料明細書（Debit Note）が発行される。因みに英文ではDefinite Insuranceという。 
C　損害保険の基礎用語

損害保険契約：保険期間内に、保険事故によって、被保険者に損害が発生した場合には、保険者が保険金を支払うことによってその損失を填補することを約束し、それに対して保険契約者が保険料を支払うことを約したもの。このように、保険契約の当事者は、保険事故が発生したときに保険金を支払う保険者と保険料を支払う保険契約者とである。従って、保険者と保険契約者との間で契約が成立する。

損害保険の目的は、損害を保険契約に基づく保険金で填補することにあり、保険契約で填補される損害を被保険利益とよび、被保険利益の主体を被保険者とよぶ。
被保険者：保険の補償を受ける人、または保険の対象となる人のこと。保険契約者と同一人のこともあり、別人のこともある。後者の場合の保険契約を「他人のためにする保険契約」という

なお、被保険者は損害保険と生命保険では意味が異なるのであるが、損害保険における被保険者とは「被保険利益の主体」のことで、被保険者に発生した損害が、保険契約によって填補されることになる。
被保険利益：損害を被るおそれのある人と物の関係を指す。ある物に損害が出たときに、その損害を被る人と物との間に利害関係があるということ。「被保険利益を有する人」のことを被保険者という。

保険契約者：自己の名前で保険会社に対し保険契約の申込みをする人をいう。契約が成立すれば、保険料の支払い義務を負う。

保険の目的：保険をつける対象のこと。船舶保険での船体、貨物保険での貨物、火災保険での建物・家財、自動車保険での自動車などがこれにあたる。

保険価額：保険事故の発生により、被保険者が被る可能性のある損害の最高限度額をいう。保険によって時価額または再調達価額のいずれかを基準として保険価額を評価する。つまり、保険価額とは事故が起きた時点での「保険の対象物の価値」を保険会社が査定したもの。
同等のものを新たに建築あるいは購入するのに必要な金額から、「使用による消耗分」を控除して算出した金額をいう。簡単に言い換えると、建物や家財などの現在の価値といえる。
保険金額：契約金額のこと。保険事故が発生した場合に、保険会社が支払う保険金の限度額。その金額は、保険契約者と保険会社との契約によって定められる。

保険金額→保険の契約での補償金額のこと。証券にはこの金額が記載される。

保険金：保険事故により損害が生じた場合に、保険会社（保険者）が被保険者に支払う金銭のこと。
保険期間：保険の契約期間、すなわち保険会社の責任の存続期間。この期間内に保険事故が発生した場合にのみ保険会社（保険者）は保険金を支払う。ただし、保険期間中であっても保険料が支払われていないときには保険会社の責任は開始しないと定めることが多い。
D　次の設題の条件で、貨物海上保険の申込書を作成してみよう。
設題１（輸出）：貴社（PACIFIC BUSSAN CO., LTD.）は米国シカゴへCIF条件にてプラスチック製玩具（PLASTIC TOYS）を輸出するに際し、本船が判明したので次の条件において貨物海上保険の確定申し込みすることにします。

1. 被保険者：貴社（PACIFIC BUSSAN CO., LTD.）。なお、ＣＩＦ条件のため、船積引渡し後は輸入者（AMERICAN TRADING CORPORATION）が被保険者となるが、船積までの被保険者は輸出者（PACIFIC BUSSAN CO., LTD.）であるため、実務上、被保険者は輸出者（保険契約者）として申込み、保険証券に裏書して譲渡し、輸入者の被保険者としての地位を確保します。

2. 保険契約者：貴社（PACIFIC BUSSAN CO., LTD.）

3. 予定申込み／確定申込みの別：確定申込み（Definite）

4. インボイス番号：PB-1120

5. 保険金支払地：Chicago, USA

6. 保険条件：全危険担保条件にて戦争危険及びストライキ危険を含む（All Risks including War &SRCC Risks）

※なお、コンテナ専用船において、甲板積みになった場合でもカバーされるよう「In Container Under &/or On Deck」という特約文言を申込書に入れなくても、コンテナ専用船に積み込まれる貨物は自動的に、甲板積みである場合でも「Under Deck or On Deck Clause」として付保される。従って、かかる文言（In Container Under &/or On Deck）をつけて申し込む必要はない。

　　貨物海上保険証券（裏面の特別約款の方ではなく証券表面記載欄⇒保険の構成参照）に例えば次のように記載されて、引き受けられる：

　　Goods and Merchandises(旧保険の場合の表現)／Subject-matter-Insured(新保険の場合の表現) 欄に、

　　In case of the interest hereby insured being packed into container(s) (except Open Top &/or Flat Rack Container and the like), shipped Under Deck &/or On Deck.と記載される。

　　和訳：当該保険の目的がコンテナ（オープントップ及び／又はフラットラックコンテナ及び同様のコンテナを除く）詰めされている場合には、（保険の目的は）船艙内及び／又は甲板積み条件にて積まれたものとする。
7. 価格条件：￥2,500,000-　CIF Chicago, USA

8. 奥地支出地と輸送手段：岡山市よりトラックにて神戸港まで（By Truck from Okayama City）

9. 本船：USA MARU V.10

10. 神戸港出港予定日：2004年11月20日

11. 最終仕向地と輸送手段：シアトル港より鉄道にてシカゴまで（Chicago, USA by Rail）

12. 荷印と商品明細：プラスチック製玩具1000個（50箱）



13. 所要書類：保険証券がオリジナル２通、コピー３通、デビットノートがオリジナル1通、コピー３通。

14. 保険金額：貨物保険がCIFの１１０％

15. 申込日：２００４年１１月１０日

16. 申込み担当者：あなたで、肩書はExport Manager

設題２（輸入）：貴社（PACIFIC BUSSAN CO., LTD.）は香港より次の条件にてプラスチック製玩具（PLASTIC TOYS）を輸入する際に予てより個別予定保険を付保していたところ輸出者より船積通知が届いたので貨物海上保険の確定申し込みすることにします。

1. 被保険者及び保険契約者：貴社（PACIFIC BUSSAN CO., LTD.）

2. 個別予定保険の番号：０４/１１/１０

3. 予定申込み／確定申込みの別：確定申込み（Definite）

4. インボイス番号：HK-1120

5. 保険条件：全危険担保条件にて戦争危険及びストライキ危険を含む（All Risks including War &SRCC Risks）

　　　※なお、コンテナ専用船において、甲板積みになった場合でもカバーされるよう「In Container Under &/or On Deck」という特約文言を申込書に入れなくても、コンテナ専用船に積み込まれる貨物は自動的に、甲板積みである場合でも「Under Deck or On Deck Clause」として付保される。従って、かかる文言（In Container Under &/or On Deck）をつけて申し込む必要はない。
6. 価格条件：￥2,500,000-　CFR Kobe Port

7. 本船：KOBE MARU V.10

8. 香港港出港日：2004年11月20日

9. 最終仕向地と輸送手段：神戸港よりトラックにて岡山市まで（Okayama City by Truck）

10. 荷印と商品明細：プラスチック製玩具1000個（50箱）



11. 所要書類：保険証明書がオリジナル1通、コピー３通、デビットノートがオリジナル1通、コピー３通。

12. 保険金額：貨物保険がCIFの１１０％、関税保険がCIFの３％。

13. 申込日：２００４年１１月２１日

14. 申込み担当者：あなたで、肩書はImport Manager
設題１(輸出) 解答
設題２(輸入) 解答
1000 pcs (50 ctns) of Plastic Toys
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Chicago via Seattle Port
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Made in Japan





1000 pcs (50 ctns) of Plastic Toys
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